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第１章 計画の策定にあたって 
 

１ 計画策定の趣旨 
 

文化芸術は、人々の高度な精神活動の産物であり、文化芸術活動は、人が自己の可

能性を最大限に発揮して自分らしく豊かに生きるために大切なものといえます。 

また、異なる価値観を持つ個人からなる多様な社会において、文化芸術は、人々の相

互理解をもたらし、人と人とを繋ぐ架け橋となり、和やかで潤いのある社会生活を実現す

るために重要なよりどころとなるものです。 

少子高齢化の進行や、グローバル化の進展、情報通信技術の急速な進展など、我が

国の文化芸術を取り巻く状況が著しく変化する中で、文化芸術による活力ある地域社会

を実現するための総合的な文化芸術施策の展開が一層求められています。 

また、令和２年（２０２０年）に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、ス

ポーツの祭典であると同時に文化の祭典でもあり、本大会は我が国の文化芸術の価値を

世界へ発信する大きな機会でもあります。 

国は、こうした状況を捉え、平成２９年（２０１７年）６月に「文化芸術基本法」を施行し、

文化芸術そのものの振興に加え、観光やまちづくり、産業等の関連施策を新たに法律の

範囲に取り込むとともに、文化芸術により生み出される様々な価値を、文化芸術の継承、

発展及び創造に活用する取り組みを進めています。 

本県には、富士山や八ヶ岳をはじめとする豊かな自然や歴史、風土に育まれた伝統的

な食文化、長い歴史の中で地場産業として発展してきた織物やジュエリー、伝統工芸な

ど、特色ある文化芸術が数多くあることから、本県の魅力ある文化芸術を後世に伝えると

ともに、文化芸術を活かした地域や経済の活性化などに繋げるため、観光や産業、まち

づくり、国際交流等幅広い関連分野と連携した総合的な施策の展開が重要であります。 

こうした状況を踏まえ、心豊かな県民生活及び活力ある地域社会の実現並びに県経

済の活性化に向けて取り組んでいくことを目的に、文化芸術の振興等に関しての基本理

念や県の責務、文化芸術の振興等に関する施策の基本となる事項等を定めた「山梨県

文化芸術基本条例」（以下「基本条例」という。）を平成３０年（２０１８年）１２月に制定しま

した。 
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本基本条例に基づき、本県の文化芸術の振興等に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するため、「山梨県文化芸術推進基本計画」（以下「計画」という。）を策定するもの

です。 

 

２ 計画の位置付け 
 

本計画は、基本条例第２５条に規定する文化芸術の振興等に関する基本的な計画とし

て定めるとともに、「文化芸術基本法」第７条の２に規定する地方文化芸術推進基本計画

として位置付けるものとします。 

また、本計画は「山梨県総合計画」の部門計画として位置付けています。 

 

３ 計画の期間 
 

本計画の計画期間は、令和２年（２０２０年）度から令和６年（２０２４年）度までの５年間と

します。 
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第２章 文化芸術を取り巻く状況 
 

１ 社会情勢の変化 
 

（１）少子高齢化の進行 
 

全国的な人口減少と東京への一極集中が進む中で、本県の総人口は、平成３０年

（２０１８年）においては約８１万人となり、平成１１年（１９９９年）の約８９万人をピークに、

平成１４年（２００２年）以降１７年連続で減少しています。特に、平成３０年（２０１８年）に

おける本県の総人口に対する年少人口（１５歳未満）が占める割合は１１．９％となって

いる一方で、高齢者人口（６５歳以上）が占める割合は３０．３％となるなど、少子高齢

化が加速しています。 

また、平成３０年（２０１８年）の県外からの転入者１７，５８４人に対し、県外への転出

者は１８，３６６人であり、７８２人の社会減となりました。これは、平成１４年（２００２年）以

降連続しており、その減少幅は縮小したものの、依然として特に東京圏を中心とした県

外への人口流出が続いています。 

 

山梨県の人口の推移 

出典：総務省人口推計 
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県外移動における転入・転出 

 

出典：山梨県常住人口調査 

 

（２）グローバル化・情報通信技術の進展 
 

技術革新は産業分野のみならず、私たちの生活環境に大きな影響を及ぼしていま

す。グローバル化の進展は、文化芸術の分野の広がりや多様性をもたらす一方で、地

域への関心の希薄化などが生じています。 

情報通信技術（ＩＣＴ）が進展し、特にスマートフォンなどの情報通信機器の普及によ

り、いつでも、どこでも、容易に情報を得られ、コミュニケーションツールも多様化した高

度情報化社会の到来は、文化芸術の鑑賞方法や発信方法にも影響を及ぼしていま

す。 

また、VR（仮想現実）1や AR（拡張現実）2等の最先端の情報通信技術を活用した、

文化芸術の付加価値化の取り組みが進んでいます。 

                                                         
1 コンピュータ上に CG 等で人工的な環境を作り出し、あたかもそこにいるかのような感覚を体験

できる技術のこと。Virtual Reality。 

2  現実空間にコンピュータによる付加情報を表示させて、現実世界を拡張する技術のこと。
Augmented Reality。 
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富士山世界遺産センター アプリ「ふじめぐり」 

 

（３）インバウンド観光の増加 
 

日本を訪れる外国人旅行者数は、平成３０年（２０１８年）に初めて３，０００万人を突

破し３，１１９万人（対前年比１０８．７％）となり、６年連続で過去最高を更新しています。

本県の外国人延べ宿泊者数も平成３０年（２０１８年）には１９６万１千人泊（対前年比

１２１．９％）と過去最高となっており、平成２３年（２０１１年）の２５万人泊の約７．８倍と

なっています。 

また、本県の訪日外国人の観光消費額は、平成２９年（２０１７年）は２１６億円だった

のに対し、平成３０年（２０１８年）には４８９億円（対前年比２２６．８％）と大幅に増加し

ています。 
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訪日外客数  

 

出典：日本政府観光局（JNTO） 

 

県内外国人延べ宿泊者数と訪日外国人観光消費額 

 

出典：山梨県観光入込客統計調査、観光庁宿泊旅行統計調査 
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（４）文化芸術基本法の改正 
 

「文化芸術振興基本法」が平成１３年（２００１年）に成立してから１６年が経過し、この

間、少子高齢化の進行やグローバル化の進展など社会状況が著しく変化する中で、

観光やまちづくり、国際交流等幅広い関連分野との連携を視野に入れた総合的な文

化芸術施策の展開が求められるとともに、令和２年（２０２０年）に開催される東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会において我が国の文化芸術の価値を世界へ発信し、文

化芸術による新たな価値の創出を広く示していくため、平成２９年（２０１７年）６月に「文

化芸術振興基本法」が改正され、「文化芸術基本法」として公布・施行されました。 

今般の改正では、文化芸術そのものの振興にとどまらず、観光、まちづくり、国際交

流、福祉、教育、産業その他の各関連分野における施策を法律の範囲に取り込むとと

もに、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の継承、発展及び創造に

繋げていくことの重要性が明記されました。 

この改正の趣旨にのっとり、「文化芸術基本法」第７条に基づいて平成３０年

（２０１８年）３月に「文化芸術推進基本計画（第 1 期）」が閣議決定されました。これによ

り、今後の文化芸術施策の目指すべき姿や、今後５年間（平成３０年（２０１８年）度～

令和４年（２０２２年）度）の文化芸術施策の基本的な方向性が示されました。 

また、この改正により、地方公共団体においては「文化芸術推進基本計画」を参酌

し、「地方文化芸術推進基本計画」を定めるよう努めるものとされました。 

 

（５）障害者による文化芸術活動の推進に関する法律の施行 
 

近年、障害福祉分野と文化芸術分野の双方から障害者による文化芸術活動の機

運が高まり、障害者による文化芸術活動に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、

文化芸術活動を通じた障害者の個性と能力の発揮及び社会参加の促進を図ることを

目 的とした「障 害 者 による文 化 芸 術 活 動の推 進 に関する法 律」が、平 成３０年

（２０１８年）６月に公布・施行されました。 

法律には、障害者による文化芸術活動の幅広い促進、障害者による芸術上価値が

高い作品等の創造への支援の強化、文化芸術活動を通じた交流等の促進などが基
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本理念として掲げられており、地方公共団体においても、障害者の文化芸術活動を

推進するため、地域の特性に応じた施策の実施が求められています。 

 

（６）文化財保護法の改正 
 

過疎化や少子高齢化等による文化財の担い手不足の問題や、地域主体の文化財

の掘り起こしやまちづくりへの活用機運の高まりを受けて、これまで価値付けが明確で

なかった未指定を含めた有形・無形の文化財をまちづくりに活かしつつ、文化財の継

承の担い手を確保し、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進や地方文化

財保護行政の推進力の強化を図ることを目的として、平成３０年（２０１８年）６月に「文

化財保護法」が一部改正され、平成３１年（２０１９年）４月に施行されました。 

法の改正を受けて、本県においては、基本的な方向性を明確にした「文化財保存

活用大綱」を策定し、文化財の次世代への継承や、まちづくりや地域振興への活用を

図ることとしています。 

 

（７）東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催 
 

令和２年（２０２０年）には、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。

オリンピック・パラリンピック競技大会は、スポーツの祭典であると同時に文化の祭典で

もあることから、現在、東京大会に向けて大会組織委員会や文化庁など関係機関にお

いて、地方自治体と連携しながら、東京２０２０NIPPON フェスティバルや日本博、東京

２０２０文化オリンピアード、beyond２０２０プログラムといった様々な文化プログラム3を日

本全国で展開しています。 

本県においても、東京オリンピック・パラリンピック競技大会への機運を高めるため、

平成２９年（２０１７年）度から県内の伝統芸能等の発表や、外国の文化芸術団体や若

手演奏家等の発表・交流により日本文化の発信を図る「文化交流フェスティバル」を開

                                                         
3 オリンピック憲章により、オリンピック開催都市が行うことが義務付けられている複数の文化イ

ベントプログラム。 
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催するなど、次世代に誇れるレガシー（文化遺産）の創出に向けた取り組みを進めて

います。 

また、本県は、平成２９年（２０１７年）度に beyond２０２０プログラムの認証組織となり、

県内に活動拠点がある者又は県内で事業・活動を行う者が実施する日本文化の魅力

を発信する事業・活動の認証を行っており、令和元年（２０１９年）１２月末現在２５３件

の認証を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで東京２０２０大会を盛り上げよう！ｉｎ山梨（富士吉田会場） 
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２ 山梨県のこれまでの取り組み 
 

（１）山梨県芸術祭・やまなし県民文化祭の開催 
 

昭和２１年（１９４６年）に文部省が芸術文化の推進をもって情操教育の振興を図るこ

とを目的として第１回「芸術祭」を開催したことを受けて、本県においても昭和２３年

（１９４８年）に人々の心にやすらぎと希望を与えることを目的として第１回「山梨県芸術

祭」を開催し、平成１２年（２０００年）度まで５３回にわたり取り組み、文化芸術の振興を

図ってきました。 

平成９年（１９９７年）度に行った山梨県芸術祭の「５０周年記念事業」では、功労者

表彰、記念誌発行、特別展示と特別公演の３つの大きな事業を実施するとともに、本

県の文化芸術の象徴でもある山梨県立美術館、山梨県立文学館、更には両館が立

地する山梨県芸術の森公園のほか県民文化ホールを会場に多彩な催しが行われまし

た。なかでもメイン事業として実施された「総合舞台」は、長年にわたる舞台関係部門

の念願が実を結んだ合同作品が披露され、本県の歴史と文化を広く発信し、その後の

本県文化芸術をけん引する画期的なものとなりました。 

その後、文化芸術活動への県民の参加と交流を促進するとともに、多様化する県民

ニーズに的確に応え、個性溢れる文化芸術を創造するため、県民総参加による「くらし

に文化が根づくやまなし」の実現を目指して、それまで実施してきた「山梨県芸術祭」

を継承しつつ、発展的に改変した「やまなし県民文化祭」を２１世紀の幕開けである平

成１３年（２００１年）度から今日まで開催してきました。 

「やまなし県民文化祭」は、主に「山梨県芸術祭」により育まれた文化芸術振興の芽

としての「総合舞台」を発展させ、ジャンルを越えた新たな文化芸術の創造を図る「総

合フェスティバル」、多彩なジャンルの発表者と県民との交流を図る「部門別フェスティ

バル」からなり、県下最大の文化の祭典として多くの県民の参加を得る中で、年間を通

じて様々なイベントを実施しています。 
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第１８回やまなし県民文化祭総合フェスティバル（平成３０年（２０１８年）度） 

 

（２）第２８回国民文化祭・やまなし２０１３（富士の国やまなし国文祭）の開催 
 

国民文化祭は、文化庁が中心となり、国民が日頃から行っている文化活動を全国

的な規模で発表する場を設け、文化活動への意欲を喚起するため、昭和６１年

（１９８６年）度から開催されています。 

本県においても、県民が文化活動に参加し、発表できる場や機会を確保することに

より県民文化の向上を図るため、平成１８年（２００６年）に文化の国体といわれる国民

文化祭の誘致を表明しました。平成１９年（２００７年）には文化庁からの内定を受け、

市町村や文化芸術団体等との連携を図りながら準備を進め、平成２５年（２０１３年）に、

「第２８回国民文化祭・やまなし２０１３」を開催しました。他の都道府県では例を見ない

年間を通じてのやまなし県民文化祭開催の実績を踏まえ、全国ではじめて１年を通じ

た国民文化祭の開催を実現しました。冬・春・夏・秋の４つのステージでは、それぞれ
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に季節感のある四季折々のイベントを展開するとともに、誰でも気軽に参加できる年間

事業を実施するなど、国民文化祭における新たな取り組みを数多く行いました。 

これにより、これまで途絶えかけていた伝統行事を地域の人々の力で復活させたり、

県内の各種文化芸術活動に携わる人々が手に手を取り合い、総合芸術として、文化

の灯火（ともしび）を美しく輝かせたりするなど、大きな成果を収めました。 

 

 

 

 

 

 

 

第２８回国民文化祭・やまなし２０１３ 

 

（３）県立文化施設の開館 
 

昭和３２年（１９５７年）に県民会館公会堂を開館し、県民の音楽、演劇、舞踊等の発

表・公演のステージや美術等の展示場が整備され、本県における文化芸術の強力な

活動拠点として顕著な役割を果たしましたが、利用の減少や老朽化などにより平成

１１年（１９９９年）に解体されました。 

昭和５３年（１９７８年）には、美術に関する県民の知識や教養の向上を図るため、県

立美術館を開館し、以降「ミレーの美術館」として全国に名を馳せ、県民に親しまれて

います。入館者数は昭和６０年（１９８５年）度の５９万人をピークに、平成２８年

（２０１６年）１月には入館者数１，３００万人を達成し、今も全国各地から大勢の来館者

が訪れています。 

また、昭和５７年（１９８２年）には、音楽や演劇などを中心とした文化芸術の鑑賞の

場や県民の文化芸術の発表の場として、１，９８９席の本格的な大ホールを備えた県民
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文化ホールを開館しました。このホールでは、年間を通してコンサートや舞台、発表会

など、県民が文化芸術に触れる機会を提供しており、平成３０年（２０１８年）度は、年間

約３７万人が利用しています。 

このほか、県立考古博物館（昭和５７年（１９８２年））、県立文学館（平成元年

（１９８９年））、県立博物館（平成１７年（２００５年））、山梨近代人物館（平成２７年

（２０１５年））を開館し、文化芸術に触れる機会の充実を図っています。 

なお、本県の人口１００万人当たりの博物館4数は３４．７施設（平成２７年（２０１５年））

と非常に多く、全国２位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

                                                         
4 歴史、芸術、⺠俗、産業、⾃然科学等に関する資料を収集し、保管し、展示して教育的配慮の下

に一般公衆の利用に供することを目的とした施設。なお、県内の登録博物館・相当施設は、令和
元年（２０１９年）１２月現在２７館。 

ジャン＝フランソワ・ミレー 

《種をまく人》 1850 年 

（県立美術館所蔵） 

県民文化ホール 

県立美術館 
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県立文学館 

県立考古博物館 

県立博物館 
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（４）文化財の状況 
 

令和元年（２０１９年）５月現在の本県の文化財は、国指定等文化財１７０件（うち国

宝５件）、県指定等文化財は有形文化財３６２件、民俗文化財３３件、記念物１３９件の

合計５３４件あります。各都道府県の指定等文化財の件数は２１，９９４件となっており、

本県の件数（５３４件）は、全国で１６番目になります。なお、市町村指定の文化財を含

めるとその件数は、２，１１６件になります。 

    【本県の国宝】 

①小桜韋威鎧兜、大袖付（工芸品） 甲州市 昭和２７年（１９５２年）指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②絹本著色達磨図（絵画） 甲州市 昭和２８年（１９５３年）指定 
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③大善寺本堂（建造物） 甲州市 昭和３０年（１９５５年）指定 

 

 

 

 

 

 

 

④清白寺仏殿（建造物） 山梨市 昭和３０年（１９５５年）指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤絹本著色夏景山水図（絵画） 身延町 昭和３０年（１９５５年）指定 
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（５）世界文化遺産登録、日本農業遺産・日本遺産認定 
 

①世界文化遺産5 

平成２５年（２０１３年）６月に、富士山は、その文化的価値が評価され、「世界の文

化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」に基づく世界文化遺産に「富士山－信

仰の対象と芸術の源泉」（以下「世界文化遺産富士山」という。）として登録されました。 

また、平成２８年（２０１６年）６月には、富士山の顕著な普遍的価値に関する情報

発信や保存管理の中心的な役割を担う富士山世界遺産センターを開館しましたが、

平成３０年（２０１８年）度は、約５０万人の来館者が訪れています。 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         
5 世界遺産は、昭和４７年（１９７２年）の第１７回 UNESCO 総会で採択された世界遺産条約

（正式名称「世界の文化遺産及び⾃然遺産の保護に関する条約」）の中で定義されており、
「有形の不動産」を対象として①文化遺産、②⾃然遺産、③複合遺産の３つの種類がある。令
和元年（２０１９年）７月現在、世界遺産は１，１２１件（文化８６９件、⾃然２１３件、複
合３９件）あり、条約締結国は１９３か国となっている。 

富士山世界遺産センター 

 

富士山 

 



18 

 

②日本農業遺産6 

平成２９年（２０１７年）３月に、日本農業遺産制度が創設されて初めての認定が行

われ、峡東地域の「盆地に適応した山梨の複合的果樹システム」が、全国で第１回目

に認定された８地域の一つに選ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③日本遺産7 

平成３０年（２０１８年）５月に、峡東地域の葡萄畑の景観の歴史やその魅力を語っ

たストーリー「葡萄畑が織りなす風景－山梨県峡東地域－」と、縄文世界と風光明媚

な景観や歴史を語ったストーリー「星降る中部高地の縄文世界－数千年を遡る黒曜

石鉱山と縄文人に出会う旅－」が日本遺産に認定されました。 

 

                                                         
6 社会や環境に適応しながら何世代にもわたり形づくられてきた伝統的な農林水産業と、それに関

わって育まれた文化、ランドスケープ、生物多様性などが一体となった農林水産業システムの
うち、世界及び日本における重要性、並びに歴史的及び現代的重要性を有するものに対して農
林水産大臣が認定を行うもの。平成３１年（２０１９年）３月現在、１５地域が認定されてい
る。 

7 平成２７年（２０１５年）から文化庁が、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統
を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として認定し、ストーリーを語る上で欠か
せない魅力ある有形・無形の様々な文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活用し、国
内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことにより、地域の活性化を図ることを目的とし
ている。令和元年（２０１９年）5 月現在、８３のストーリーが認定されている。 

峡東地域の果樹畑 
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（６）山梨県文化芸術基本条例の制定 
 

少子高齢化の進行やグローバル化の進展など社会状況が著しく変化する中で、本

県の魅力ある文化芸術を後世に伝えるとともに、文化芸術を活用していくための取り組

みを進める必要があることから、平成３０年（２０１８年）１２月に山梨県文化芸術基本条

例を制定しました。 

基本条例は、文化芸術の振興及び文化芸術により生み出される価値の活用に関

し、基本理念を定め、県の責務等を明らかにするとともに、文化芸術の振興等に関す

る施策の基本となる事項を定め、文化芸術の振興等に関する施策を総合的かつ計画

的に推進することにより、心豊かな県民生活及び活力ある地域社会の実現並びに県

経済の活性化に寄与することを目的としています。  

殿林遺跡深鉢形土器 

（県立考古博物館所蔵） 

峡東地域の葡萄畑 

金生遺跡（北杜市） 
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３ 山梨県の現状と課題 
 

本県の総人口は平成１１年（１９９９年）をピークに減少しており、また総人口に対する高

齢者人口（６５歳以上）が占める割合は３割を超えるなど、少子高齢化や過疎化が進行す

る中、地域における文化芸術を継承する担い手は少なくなっております。 

また、グローバル化の進展や情報通信技術の急速な進展は、私たちの生活環境に大

きな影響を及ぼしており、文化芸術分野の広がりをもたらす一方で、人々の趣味の分散

や地域への関心の希薄化などにより、地域の魅力ある文化芸術が失われつつあることが

懸念されています。 

本県では、「山梨県芸術祭」、「やまなし県民文化祭」、「国民文化祭」への県民の参加

促進や県立美術館や県民文化ホールなどの県立文化施設における文化芸術に触れる

機会の提供等を通じて、文化芸術の振興を図ってきたところですが、平成３０年（２０１８年）

度の県民を対象としたアンケート調査では、本県の文化芸術の振興には、鑑賞機会の拡

大を求める意見が多くあり、文化芸術に触れる機会の一層の充実が必要であると考えら

れます。 

近年では、本県を訪れる観光客は、外国人を含め増加しておりますが、平成３０年

（２０１８年）山梨県観光入込客統計調査によると、本県の文化芸術を目的として県外から

訪れる方は、６％程度にとどまっており、本県の文化財や伝統工芸、食文化等の魅力は

十分に活かされていないと考えられます。 

令和２年（２０２０年）には、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。こ

の大会は、スポーツと文化の祭典であり、世界中から人が集まることから、国内外に文化

芸術の魅力を発信できるまたとない機会でもあります。 

こうした文化芸術を取り巻く社会情勢の中で、文化芸術の振興を図ることはもとより、文

化芸術の持つ多様な価値を活かして、本県を豊かで活力ある地域社会にしていくことが

重要です。 

そのためには、文化芸術の振興を図る土台となる環境づくりを「広め」、文化芸術を育

む人づくりを「繋げ」、その上で文化芸術を活用した地域づくりを行い、豊かな社会づくり

に「活かす」ことに取り組んでいく必要があります。 
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（１） 文化芸術を活かす 

 

 

 

 

現 

 

 

状 

○本県の総人口は平成１１年（１９９９年）の約８９万人をピークに、平成

３０年（２０１８年）は約８１万人に減少しており、また年少人口の割合が減

り、高齢者人口の割合が増えるなど、少子高齢化に伴う人口減少による

地域の活力の低下が懸念される。 

 

○本県の文化芸術を目的に県外から訪れる観光客は６％程度（平成

３０年（２０１８年）「山梨県観光入込客統計調査報告書」）であり、本県の

文化財、伝統工芸、食文化等の文化芸術の魅力が十分に活かされて

いない状況がある。 

 

 

 

課 

 

題 

○観光や地場産業等と連携し、高い付加価値を生み出す取り組みを通じ

て、地域活性化に繋げる必要がある。 

 

○東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、本県の文化芸術の

魅力を国内外に発信し、誘客に繋げる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

  

文化芸術を活かした地域づくり 
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（２） 文化芸術を広める 

 

 

 

 

現 

 

 

状 

○文化芸術の鑑賞機会の拡大など、県民が文化芸術に触れる機会の一

層の充実が求められている。 

 

○「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が公布・施行され、

文化芸術活動を通じた障害者の社会参加の促進等が求められている。 

 

○「文化財保護法」が改正され、地域における文化財の計画的な保存・活

用の促進を図ることが一層求められている。 

 

 

 

 

課 

 

題 

○文化芸術の鑑賞や発表・展示の機会の充実を図り、文化芸術活動の活

性化に繋げる必要がある。 

 

○年齢、障害の有無等にかかわらず、等しく文化芸術活動が行える環境

を整備する必要がある。 

 

○文化芸術の特性に応じた保存・活用・継承・発展を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

  

文化芸術を広める環境づくり 
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（３） 文化芸術を繋げる 

 

 

 

現 

 

状 

○本県の少子高齢化は進行しており、地域における文化芸術を継承する

担い手の確保が難しくなっている。 

 

○こうした担い手の減少により、子どもたちが地域の祭りや伝統的な行事

に触れる機会も少なくなってきており、地域の魅力ある文化芸術が失わ

れるおそれがある。 

 

 

 

課 

 

題 

○文化芸術に対する県民の関心と理解を深め、人材育成に繋がる学びや

体験機会の充実を図る必要がある。 

 

○次代を担う子どもたちが、地域に誇りと愛着を持って、本県の文化芸術

を後世に引き継いでいけるよう、文化芸術に触れる機会を積極的に設

ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

  

文化芸術を繋げる人づくり 
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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１ 目指すべき姿 

 

 

 

文化芸術は、県民が生きがいに満ちて自分らしく豊かに暮らしていくために不可欠なも

のであるとともに、社会の活力を築いていく上でも、欠くことのできないものです。 

文化芸術により生み出される多様な価値を活かして、豊かで活力ある地域社会の実現

を目指します。 

 

２ 基本方針 
 

目指すべき姿を実現するために、次の３つを基本的な方針とします。 

 

 

 

文化芸術により生み出される多様な価値を活かして、観光、まちづくり、国際交流、

産業、環境等の分野における施策と連携を図りながら、地域の活力の向上や経済の

活性化を図ります。 

 

 

 

 

年齢、障害の有無、経済的な状況、居住する地域等にかかわらず、等しく文化芸

術に親しむことができる機会の充実に取り組みます。 

 

 

 

文化芸術の振興による豊かで活力ある地域社会の実現 

【基本方針１】 文化芸術が活力を生み出す地域づくり 

【基本方針２】 県民誰もが文化芸術に親しめる環境づくり 
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本県の自然、歴史及び風土の中で培われてきた特色ある文化芸術に対して、県民

が誇りと愛着を持ち、県民共通の資産として育み、次代に伝えるため、豊かな感性を

備えた人づくりに努めます。 

 

 

 

  

【基本方針３】 山梨の文化芸術を育む人づくり 

文化芸術の振興による豊かで活力ある地域社会の実現

目指すべき姿

【基本方針３】

山梨の文化芸術
を育む
人づくり

【基本方針１】

文化芸術が活力
を生み出す
地域づくり

【基本方針２】

県民誰もが文化
芸術に親しめる

環境づくり

活かす

広める繋げる

文化
芸術
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３ 施策体系 

 

文
化
芸
術
の
振
興
に
よ
る
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

目指すべき姿

【基本方針１】

文化芸術が活力
を生み出す
地域づくり

【基本方針２】

県民誰もが文化
芸術に親しめる

環境づくり

【基本方針３】

山梨の文化芸術
を育む
人づくり

（１）観光、産業分野の施策との
有機的な連携による経済
の活性化

（２）まちづくり分野の施策との
有機的な連携による地域の
活力の向上

（３）文化芸術の国内外への発
信と文化芸術を通じた交流
の推進

（１）公演、展示等への支援など
による文化芸術の振興

（２）誰もが等しく文化芸術活動
ができる環境の整備

（３）文化芸術の特性に応じた
保護、継承、発展等

（４）文化施設等の機能の充実
及び活用の促進

（１）文化芸術活動を担う人材
の育成

（２）文化芸術に対する県民の
理解の醸成

（３）次代を担う子どもの文化芸
術を尊重する心の育成

基本方針 施策の柱
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①ワイン、日本酒、県産食材等の魅力の発信
②本県の特色を活かした食文化の振興
③地場産業等を通じた交流の推進
④文化財、文化施設や伝統芸能等の活用の推進
⑤メディア芸術の活用の推進
⑥文化施設や市町村等の相互連携による魅力の発信

①新たな文化芸術の創造による地域の活力の向上
②文化芸術を活かしたまちづくりの推進
③文化的景観の継承・活用の推進
④県民の参画による文化芸術活動の推進

①ホームページ等を活用した国内外への情報の発信
②文化芸術を通じた交流の推進
③文化芸術を活用した外国人の誘客の促進
④イベント等の機会を活用した情報の発信

①文化芸術の鑑賞機会の充実
②文化芸術活動への支援

①文化芸術活動ができる場の充実
②文化芸術に親しむ機会の充実

①本県固有の文化芸術の保護・継承
②伝統芸能・民俗芸能等の継承・発展
③文化財の保存・活用
④世界文化遺産富士山等の文化的景観の保全

①県立文化施設の活用の促進
②文化施設における文化芸術活動の促進
③誰もが利用できる文化施設の整備

①伝統芸能・民俗芸能等の担い手の育成
②若手芸術家や子どもたち等の交流の促進
③文化芸術団体等の活動の促進
④文化芸術活動を支える人材の育成

①文化芸術を学ぶ機会の提供
②文化芸術を楽しむ機会の提供

①子どもが伝統的な文化芸術に触れる機会の提供
②子どもが文化芸術を鑑賞する機会の充実
③子どもが文化芸術活動に参加する機会の促進

施策
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第４章 施策の内容 

 

基本方針１ 文化芸術が活力を生み出す地域づくり 

 

 

 
 

本県には各地域で受け継がれてきた民俗芸能や食文化、各地域で育まれてきた伝

統工芸が数多くあります。それらを観光分野や産業分野と連携した施策で活用するこ

とにより、文化芸術振興と観光・産業振興の相乗効果を促し、本県の経済の活性化に

繋げます。 

また、観光分野と産業分野との連携により、文化芸術の本来の魅力だけでなく、新

たな価値を生み出し、経済の活性化を図ります。 

 

 
 

○日本一のワインの産地である「ワイン県」として、その魅力を発信します。 

○輸出を促進する地理的表示制度の活用など、県産酒の販売を促進します。 

○県産食材を活用した食ブランドの確立を図るなど、本県の風土に育まれた食の

魅力を国内外に発信します。 

 

 
 

○本県の豊かな食材を活用した食の魅力の向上や、食を通じた国内外との交流を

促進します。 

○本県の食文化を形成する郷土食等のうち、特に次世代へ継承すべきものとして

認定した「やまなしの食」を地域資源として磨く取り組みを推進し、地域活性化や

観光振興に繋げます。 

 

 

 

【基本方針１】 文化芸術が活力を生み出す地域づくり 

（１）観光、産業分野の施策との有機的な連携による経済の活性化 

①ワイン、日本酒、県産食材等の魅力の発信 

②本県の特色を活かした食文化の振興 
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○ジュエリーなどの地場産業等の魅力を国内外に発信し、制作体験などを通じて

交流を促進します。 

○本県の伝統技術を活用した県産品の開発を行うなど、産業振興を図ります。 

 

 
 

○文化財や伝統芸能、食文化を観光資源として活用し、多様なニーズに応じた観

光モデルコースの開発を促進します。 

○文化施設や文化財等のユニークベニューとしての活用、ＡＲ・ＶＲ等の技術を利

用した高付加価値化などを検討し、観光資源としての活用を促進します。 

○県立文化施設において、魅力ある常設展や企画展を開催し、本県の文化芸術を

積極的に情報発信します。 

 

 
 

○映画、漫画、アニメーション、デジタルアートなどメディア芸術を活かしたイベント

開催等を推進します。 

○メディア芸術を活かしたツアーの実施、本県固有の文化芸術を活かした映画撮

影の誘致を促進します。 

 

 
 

○県内各地の文化施設、観光施設等の連携や協働を促進し、本県の文化芸術の

魅力を広く PR します。 

○市町村、文化芸術団体、事業者等と連携して県内各地の文化芸術の魅力を再

発見し、その魅力を国内外に発信します。 

 

 

 

③地場産業等を通じた交流の推進 

④文化財、文化施設や伝統芸能等の活用の推進 

⑤メディア芸術の活用の推進 

⑥文化施設や市町村等の相互連携による魅力の発信 
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本県には、世界文化遺産富士山をはじめとする豊かな自然景観、日本遺産「葡萄

畑が織りなす風景－山梨県峡東地域－」を代表とする果樹畑の景観、神社仏閣など

の歴史的建造物等があり、それらをまちづくり施策に活かすことで、地域の活性化を

図ります。 

また、文化芸術が県民の日常に自然に溶け込み、心豊かな生活が送れるよう、文

化芸術を活用したまちづくりを進めます。 

 

 
 

○文化芸術による新たなコミュニティの創造を促進し、賑わいのある地域づくりを推

進します。 

○文化芸術を活用した観光や産業の活性化等により、文化芸術を発信拠点とする

地域づくりを推進します。 

 

 
 

○文化芸術により生み出される多様な価値を活かし、まちづくり施策と連携し、活力

ある地域づくりを推進します。 

○神社仏閣、歴史的建造物などを活用したまちづくり施策を推進します。 

 

 
 

○世界文化遺産富士山や、日本遺産「葡萄畑が織りなす風景」及び「星降る中部

高地の縄文世界」に代表される県内各地の自然景観・文化的景観を守るととも

に、それらを活かした地域づくりを推進します。 

○本県の素晴らしい森林や農村景観等の資産を守り、次代に引き継いでいくため

の取り組みを推進します。 

 

（２）まちづくり分野の施策との有機的な連携による地域の活力の向上 

①新たな文化芸術の創造による地域の活力の向上 

②文化芸術を活かしたまちづくりの推進 

③文化的景観の継承・活用の推進 
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○各地域で文化芸術活動が活発に行われるよう、文化芸術団体等の活動支援や、

文化施設から街角のステージまで様々な場所で文化芸術活動が行えるまちづく

りを推進します。 

○県、市町村、NPO、文化芸術団体等との協働を推進し、地域の課題を自主的に

解決していく事業や活動を支援します。 

○やまなし県民文化祭の開催や文化施設、文化芸術団体、大学等が連携した文

化芸術イベント等の開催、地域の文化芸術活動をコーディネートする人材の育

成により、地域の活性化を促進します。 

 

 

 
 

本県には、日本国内だけでなく海外にも誇れる数多くの文化芸術が存在します。文

化芸術団体、事業者等と連携し、その魅力を国内外に発信することで、国内外の多く

の人に本県に興味をもってもらい、文化芸術による国際交流や地域間交流に繋げま

す。 

 

 
 

○本県の文化芸術について、ホームページやＳＮＳ等を活用した情報発信を推進

するとともに、コミュニケーションのツールとしても活用し、交流を促進します。 

○本県の多様な文化芸術について、デジタルアーカイブ化を進め、映像等による情

報発信等を推進します。 

○県立文化施設において、魅力ある常設展や企画展を開催し、本県の文化芸術を

積極的に情報発信します。（再掲） 

 

 

 

 

（３）文化芸術の国内外への発信と文化芸術を通じた交流の推進 

④県民の参画による文化芸術活動の推進 

①ホームページ等を活用した国内外への情報の発信 
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○国民文化祭への文化芸術団体の参加による地域間交流や、やまなし県民文化

祭における分野を超えた交流など、文化芸術を通じた交流を推進します。 

○国内外の文化芸術団体等との交流や、国内外の作品の鑑賞機会を提供すること

などにより、文化芸術への関心と理解を深める活動を推進します。 

○文化芸術団体等が行う国外の芸術家を受け入れるアーティスト・イン・レジデンス

の取り組みを促進し、滞在期間中の創作作品の展示や、芸術家と地域の人々と

の交流等を図ります。 

 

 
 

○東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機とした外国人との文化芸

術による交流を促進し、本県への関心を高めます。 

○文化施設等における外国語表記を充実させるなど、本県を訪れる外国人が本県

の文化芸術に親しみやすい環境づくりを推進します。 

○観光ホームページを活用し、本県の文化芸術の外国人向け情報を海外に積極

的に発信します。 

 

 
 

○令和３年の信玄公生誕５００年を機に、信玄公祭りなどを通じて、本県の歴史・史

跡の魅力をより一層国内外に PR します。 

〇各種全国大会等、多くの人が集まる機会を活用し、本県の文化芸術に関する情

報を発信します。 

 

  

②文化芸術を通じた交流の推進 

③文化芸術を活用した外国人の誘客の促進 

④イベント等の機会を活用した情報の発信 
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基本方針２ 県民誰もが文化芸術に親しめる環境づくり 

 

 

 

 
 

芸術8、芸能9、生活文化10の振興や国民娯楽11の普及を促進するため、これらの公

演や展示などが活発に行われるよう、活動への支援を行います。 

また、県民が文化芸術に親しめる機会を充実し、県民の自主的な文化芸術活動を

促進します。 

 

 
 

○市町村や文化芸術団体等との連携により、県民の文化芸術に親しむ機会の充

実を図ります。 

○県立文化施設において魅力ある優れた公演や展示等を開催し、県民の文化芸

術の鑑賞機会、学習や体験の機会を提供します。 

○文化庁の助成制度等の情報を広く周知し、市町村における文化施設を活用した

文化芸術の公演、展示等の開催を促進します。 

 

 
 

○文化芸術団体等の自主的活動の促進や分野を超えた積極的な交流を支援しま

す。 

○創作・発表等への助成制度などを広く情報提供し、活動の促進を図ります。 

○事業者等による文化芸術活動への支援や寄附を促進します。 

                                                         
8 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、メディア芸術（映画、漫画、アニメーション及びコンピ

ュータその他の電子機器等を利用した芸術をいう。）等 
9 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（伝統芸能及び⺠俗芸能を除く。）等 
10 茶道、華道、書道、食文化等 
11 囲碁、将棋等 

【基本方針２】 県民誰もが文化芸術に親しめる環境づくり 

（１）公演、展示等への支援などによる文化芸術の振興 

①文化芸術の鑑賞機会の充実 

②文化芸術活動への支援 
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高齢者や障害者、青少年などあらゆる立場の方が積極的に文化芸術活動を活発

に行えるよう、県民誰もが文化芸術に親しむ機会や環境の充実を図ります。 

 

 
 

○年齢や障害の有無、家庭環境等にかかわらず県民誰もが文化芸術活動ができ

る環境づくりを推進します。 

○高齢者の心の豊かさや生きがいに繋げるため、高齢者の発表機会の充実や青

少年との交流機会を創出します。 

○障害者の創作活動や発表の機会を充実させ、文化芸術を通した障害者の自己

実現・自己表現を支援します。 

○青少年が参加しやすい公演・展示の開催や、青少年の自主的な活動等を推進し

ます。 

 

 
 

○県民誰もが文化芸術に親しめるよう、文化芸術の様々な鑑賞機会の充実に取り

組みます。 

○市町村や文化芸術団体等との連携により、県民の文化芸術に親しむ機会の充実

を図ります。（再掲） 

 

 

  

（２）誰もが等しく文化芸術活動ができる環境の整備 

①文化芸術活動ができる場の充実 

②文化芸術に親しむ機会の充実 
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本県の自然、歴史及び風土に培われてきた特色ある文化芸術（伝統芸能12、民俗

芸能13、年中行事、文化財、食文化、伝統工芸等）が、後世に引き継がれていくよう、

これらの文化芸術に対する県民の関心と理解を深め、保護、継承及び発展を図りま

す。 

 

 
 

○本県固有の特色ある文化芸術に対する県民の関心と理解を深め、親しむ機会を

提供することなどにより、文化芸術を保護、継承していく機運の醸成を推進します。 

○本県固有の文化芸術について県民が学ぶ機会を積極的に提供します。 

 

 
 

○市町村や文化芸術団体等と連携し、地域の伝統的な文化芸術への関心と理解

を深めるとともに、後継者の育成に繋がる活動の機会の提供を図ります。 

○伝統芸能や民俗芸能等で利用される道具の製作、修理等に必要な伝統技術の

継承活動を促進します。 

 

 
 

○貴重な文化財を後世に伝えるため、未指定文化財の調査・指定に向けた取り組

みを推進します。 

○文化財の保存や活用に繋げるため、文化財の公開や展覧会を開催します。 

○指定文化財等を適切に後世に伝えるため、保存修理等を支援するとともに、無形

民俗文化財の記録映像の制作等により、その保存や活用を推進します。 

                                                         
12 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能 

13 神楽、⽥楽など県⺠によって行われる⺠俗的な芸能 

（３）文化芸術の特性に応じた保護、継承、発展等 

①本県固有の文化芸術の保護・継承 

②伝統芸能・民俗芸能等の継承・発展 

③文化財の保存・活用 
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○世界文化遺産富士山の文化的価値の発信や、景観の保全を推進します。 

○歴史ある農業景観等を保全し、次代に継承していくため、世界農業遺産など国

際的機関等が認証する制度への推薦、登録を積極的に推進します。 

 

 

 
 

文化施設等において県民はもとより、県外からの来訪者が様々な文化芸術活動に

親しめるよう施設の機能や公演・展示の充実を図る取り組みを進めます。 

また、美術館、博物館、図書館等は文化芸術の保存・継承、創造、交流、発信等の

拠点のみならず、生涯学習活動や観光等の拠点など幅広い役割を有していることか

ら、県民が様々な活動を通じて文化施設等に対する親しみを深めるよう活用を促進し

ます。 

 

 
 

○県立文化施設において魅力ある優れた公演や展示等を開催し、県民の文化芸

術の鑑賞機会、学習や体験の機会を提供します。（再掲） 

○県立文化施設が相互に連携し、施設の活用を図るとともに、施設の長寿命化や

機能の充実に努めます。 

○県立文化施設に対する親しみを深めるため、県立文化施設のユニークベニュー

としての活用等の検討を行います。 

 

 
 

○芸術家や文化芸術活動を行う者が、練習や創作等に文化施設を利用しやすい

環境づくりを推進します。 

○文化庁の助成制度等の情報を広く周知し、市町村における文化施設を活用した

文化芸術の公演、展示等の開催を促進します。（再掲） 

（４）文化施設等の機能の充実及び活用の促進 

④世界文化遺産富士山等の文化的景観の保全 

①県立文化施設の活用の促進 

②文化施設における文化芸術活動の促進 



37 

 

○ネーミングライツの活用等により、文化施設のサービスの維持・向上を図ります。 

 

 
 

○文化施設等における外国語表記を充実させるなど、本県を訪れる外国人が本県

の文化芸術に親しみやすい環境づくりを推進します。（再掲） 

○文化施設のバリアフリー化や託児サービス等の充実に努めます。 

  

③誰もが利用できる文化施設の整備 
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基本方針３ 山梨の文化芸術を育む人づくり 

 

 

 

 
 

文化芸術の担い手は、文化芸術に関する創造的活動を行う者、文化芸術の継承

のための活動を行う者、文化芸術活動の指導を行う者、文化芸術活動の企画又は制

作を行う者、文化施設の管理及び運営を行う者など様々な立場の方がいます。これら

の人材を育成するため、子どものころから文化芸術活動を行う者との様々な交流の機

会を設け、県民の文化芸術に対する関心と理解を深め、文化芸術の担い手の育成及

び確保を推進します。 

 

 
 

○子どもたちが、伝統芸能・民俗芸能等の担い手から直接学び体験する機会の拡

大を図ります。 

○やまなし文化芸術推進月間における事業等により、伝統芸能・民俗芸能等への

関心と理解を深め、地域固有の文化芸術の担い手の育成を促進します。 

 

 
 

○優れた芸術家を学校に派遣し、子どもたちが一流の文化芸術に触れる機会の充

実を図ります。 

○若者の文化芸術の発表機会や交流機会の充実により、有望な若手芸術家等の

発掘や育成に繋げます。 

 

 
 

○本県の文化芸術の向上、発展に貢献した人や団体の功績をたたえるための顕彰

を実施します。 

【基本方針３】 山梨の文化芸術を育む人づくり 

（１）文化芸術活動を担う人材の育成 

①伝統芸能・民俗芸能等の担い手の育成 

②若手芸術家や子どもたち等の交流の促進 

③文化芸術団体等の活動の促進 
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○文化芸術団体等に対し、担い手育成に繋がる活動に対する助成制度の積極的

な活用を促します。 

 

 
 

○文化芸術事業の企画や文化施設の管理等を行う者のための研修会の開催等に

より、活動を支える人材の育成を促進します。 

○文化施設の運営や文化芸術イベントの開催等を支援するボランティアの活用や

育成を促進します。 

 

 

 
 

県民が、日常生活の中で自主的に文化芸術に親しむ心を養うため、県民の文化芸

術についての関心と理解を深めるとともに、生涯にわたり文化芸術活動にその能力を

十分に発揮できるよう、文化芸術に関する学習の機会等の提供を推進します。 

 

 
 

○文化芸術について県のホームページ等を活用し、学習情報の提供を行うとともに、

生涯学習推進センター等において県民が学べる講座を開催するなど、文化芸術

に関する学習を推進します。 

○本県固有の文化芸術について県民が学ぶ機会を積極的に提供します。（再掲） 

○世界文化遺産富士山について、県民がその歴史や文化的価値を学ぶ取り組み

を推進します。 

 

 
 

○やまなし文化芸術推進月間における事業や、やまなし県民文化祭等により、多く

の県民に文化芸術に親しむ機会を提供し、文化芸術への関心と理解の向上を

図ります。 

（２）文化芸術に対する県民の理解の醸成 

④文化芸術活動を支える人材の育成 

①文化芸術を学ぶ機会の提供 

②文化芸術を楽しむ機会の提供 
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○県立文化施設において魅力ある優れた公演や展示等を開催し、県民の文化芸

術の鑑賞機会、学習や体験の機会を提供します。（再掲） 

 

 

 
 

本県の文化芸術に誇りと愛着を持つことができるよう、子どもの頃から様々な形で文

化芸術に触れ、親しむことができる機会を提供します。 

また、次代の文化芸術の担い手となる子どもが感性を磨き、創造力を豊かなものに

することができるよう、学校教育における文化芸術に関する活動の充実を推進します。 

 

 
 

○子どもたちの感性を磨き、創造力を豊かなものにするため、学校等における地域

固有の文化芸術への関心と理解を深める教育、文化施設等を活用した文化芸

術に関する教育などを促進します。 

○子どもたちが地域の文化芸術に誇りと愛着を持てるよう、市町村、文化芸術団体、

学校等が連携し、乳幼児期から地域固有の文化芸術に触れる機会を提供します。 

 

 
 

○県立文化施設の高校生以下の観覧料無料化について、学校等を通じた周知を

図り、子どもたちが積極的に文化芸術を鑑賞できるよう取り組みます。 

○子どもたちが様々な形で文化芸術に親しめるよう、子どもたち向けの体験事業等

を企画します。 

○レプリカやＡＲ・ＶＲ等の技術の活用を検討し、教育分野での利用を促進します。 

 

 
 

○やまなし県民文化祭や高等学校芸術文化祭等への子どもたちの参加を促進しま

す。 

（３）次代を担う子どもの文化芸術を尊重する心の育成 

①子どもが伝統的な文化芸術に触れる機会の提供 

②子どもが文化芸術を鑑賞する機会の充実 

③子どもが文化芸術活動に参加する機会の促進 
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○やまなし文化芸術推進月間における事業や、やまなし県民文化祭等により、子ど

もたちが文化芸術活動に参加できる機会を提供します。 

○県立文化施設において、子どもたちが体験できるイベント等を積極的に企画し、

参加を促します。 
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第５章 計画の推進体制等 
 

１ 推進体制 
 

本計画の推進に当たっては、県の関係所属及び県立文化施設等が連携し、施策を総

合的かつ計画的に推進します。 

本県の文化芸術を推進する施策に関しては、代表的な関係所属で構成される「山梨県

文化芸術推進庁内連絡会議」により部局横断的な連携を行い、観光、まちづくり、国際交

流、福祉、教育、産業、環境等の関連分野と有機的な連携が図れるよう取り組みを進めま

す。 

また、文化芸術の振興に関する施策を効果的に進めるためには、より住民に近い自治

体である市町村の取り組みが重要です。市町村は、地域の実情に即した文化芸術の推進

に関する計画を定めるよう努めることとされていることから、県は、情報交換を行う機会を設

けるなど、市町村との連携・協働を図ります。 

 

 

２ 計画の目標 
 

    本県の文化芸術の振興に関して、その施策の実施における効果を計るため、基本方針

ごとに次のとおり目標を定め、目標年度を令和６年（２０２４年）度とし、その達成に向けて

本計画の推進を図ります。 
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基本方針１ 文化芸術が活力を生み出す地域づくり 
 

施策の柱 

目   標 

№ 内容 基準値 
目標値 

(R6) 

（１）観光、産業分野の施策

との有機的な連携による

経済の活性化 

（２）まちづくり分野の施策と

の有機的な連携による

地域の活力の向上 

（３）文化芸術の国内外への

発信と文化芸術を通じ

た交流の推進 

1 

旅行事業者等が行う

食の魅力に係る調査

における本県の順位 

－ 
5 位 

以内 

2 

「特選やまなしの食」を

食べられる・買える店

舗の県ホームページ

上での紹介件数 

－ 
100 

件 

3 
地方文化芸術推進基

本計画策定市町村数 
－ 

10 

市町村 

4 

県外観光客のうち、文

化芸術を目的とする者

の割合 

H30 
6.1 

％ 

8.0 

％ 

 

基本方針２ 県民誰もが文化芸術に親しめる環境づくり 
 

施策の柱 

目   標 

№ 内容 基準値 
目標値 

(R6) 

（１）公演、展示等への支援

などによる文化芸術の振

興 

（２）誰もが等しく文化芸術活

動ができる環境の整備 

（３）文化芸術の特性に応じ

た保護、継承、発展等 

（４）文化施設等の機能の充

実及び活用の促進 

1 
やまなし文化芸術推進

月間イベント数 
R1 

106 

件 

120 

件 

2 
山梨県障害者文化展

への出展作品数 
H30 

1,144 

件 

1,230 

件 

3 
文化財保存活用地域

計画策定市町村数 
－ 

14 

市町村 

4 

県内の文化施設を月

1 回以上利用する県

民の割合 

H30 
13.6 

％ 

17.0 

％ 
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基本方針３ 山梨の文化芸術を育む人づくり 

 

施策の柱 

目   標 

№ 内容 基準値 
目標値 

(R6) 

（１）文化芸術活動を担う人

材の育成 

 

（２）文化芸術に対する県民

の理解の醸成 

 

（３）次代を担う子どもの文化

芸術を尊重する心の育

成 

1 
文化芸術活動を実践

している県民の割合 
H30 

65.0 

％ 

70.0 

％ 

2 

１１月が「やまなし文化

芸術推進月間」である

ことを知っている者の

割合 

R1 
42.8 

％ 

60.0 

％ 

3 

生涯学習推進センタ

ーにおける子どもが文

化芸術の体験をできる

講座数 

H30 
29 

件 

35 

件 

 

 

３ 進行管理 
 

本計画を着実に推進するため、本計画に掲げる施策の取組状況や進捗状況について、

進行管理及び評価を行います。 

評価については、「山梨県文化芸術推進庁内連絡会議」で毎年度実施するとともに、

有識者等から客観的・専門的な観点からの意見を聴取します。 

また、社会情勢の変化等を踏まえ、本計画の内容を必要に応じて見直すこととし、目指

すべき姿の実現に向けて文化芸術の振興を図ります。 

 


